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ネダノンの性能と
生産品目1

①ネダノンとは

②環境に優しいネダノン

●ネダノンは国産材を中心に製造しています。
●ネダノンは強度が高く、ネダノンで造る床や屋根は従来に比べてはるかに高い耐震強度があります。
●ネダノンは火災に強く、28㎜ネダノンで構成する床は国土交通省による45分準耐火認定（ネダノンQF45）を取得しています。
●ネダノンは吸放湿性や断熱性に優れており、快適な居住環境を創出します。
●ネダノンを用いた住宅の建設は、地球環境と日本の国土保全に貢献します。
※生産工場一覧は、P.24をご覧ください。

●国産材の積極的な活用
　地球温暖化による環境への様々な影響が問題になっていますが、日本の合板業界は、地球環境の保全のため南洋材等の外材から、
　最近ではスギ間伐材等の国産材への転換を積極的に進めてきました。森林の持つ水土保全等の役割を維持するためには、間伐が
　必要ですが、2011年には、合板製造用の間伐材等国産材丸太の使用量は約250万m3となり2000年の18倍となっています。
●グリーン購入法による合法木材の供給
　違法伐採は、熱帯地域等の森林破壊の要因となっていますが、合板業界は、これまで「違法に伐採された木材は使用しない」という
　理念のもとに、林野庁ガイドラインに基づく団体認定方式により、合法性が証明された原木を使用し、グリーン購入法に基づく合法証
　明材の供給を積極的に進めています。
●木材は再生可能な資源
　石油や石炭などの化石エネルギーや、鉱物資源は人の手で生み出すことはできません。木材は再生産できる持続可能な資源であり、
　「伐ったら植える」という原則を守り、半永久的に循環サイクルを構築することができる有益な資源です。
●とことん使う、木質資源のリサイクル
　住宅や家具などに利用された合板は、廃棄されてもその役割を終えるわけではありません。それらを再生可能な資源と捉え、パーティ
　クルボード（PB）や中密度繊維板（MDF）に加工し再利用しています。さらに、再利用のできない廃材や丸太の皮（バーク）、使用済
　のPBやMDFなどは、バイオマスエネルギーとして熱源や発電資源として利用しています。
●鉄鋼やアルミニウムより、はるかに環境負荷をかけない合板
　合板を製造するのに消費するエネルギーは、鋼材の1/38、アルミニウムの1/160と非常に少ないエネルギーで製造が可能です。また
　製造時の二酸化炭素の排出量は、鋼材の1/34、アルミニウムの1/141と、合板はまさに環境にやさしい素材と云えます。
　※同体積（1m3）製造する場合の比較
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東京合板工業組合・東北合板工業組合加盟各社が共通した商品名で生産するJAS構造用合板（24、28㎜以上）の商標登録です。
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本マニュアルは、厚物構造用合板「ネダノン」

（東京合板工業組合・東北合板工業組合加盟各社が

共通した商品名で生産するJAS構造用合板（24、28㎜以上）の

登録商標）を枠組壁工法に使用する方法を示したものです。
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ネダノンの標準的な仕様

ネダノンの特殊な仕様と許容せん断耐力

ネダノンQF45　̶ 45分準耐火構造（床）̶
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④施工方法

構造説明図

■さね加工を施したネダノンを使う場合
　（受材省略仕様）

■さね加工を施さないネダノンを使う場合

（1）吊り天井方式

　枠組壁工法の45 分準耐火構造（床）には、吊り天井方式と天井根太方式の2仕様がある。
床の表側防火被覆　    ： 厚さ28㎜または30㎜のネダノンQF45
床根太　　　　　　　 ： 寸法形式（206）以上（高さ140㎜以上）、床根太間隔500㎜以下
直下の天井側防火被覆 ： 厚さ12.5㎜または15㎜の強化せっこうボード1枚張り（注１）
天井裏面空間の高さ　  ： 吊り天井方式では188㎜以上、天井根太方式では150㎜以上（注２）
　断熱材は床遮音等の必要に応じて使用できる。
注１）天井面裏側に断熱材（厚さ50㎜以上150㎜以下）を施工する場合は厚さ12.5㎜、断熱材を施工しない場合は厚さ15㎜の強化
　　せっこうボードとする。
注２）床下張り合板の下端から天井面せっこうボードの上端までの高さ

ネダノンQF45  ̶ 45分準耐火構造（床）̶

ネダノンQF45
̶ 45分準耐火構造（床）̶4

　東京合板工業組合・東北合板工業組合の登録商標。45分
準耐火構造（床）用に使用できるのは、当組合の規格に従って
製造され、板面に「ネダノンQF45」のロゴマークが印字された
ものに限る。

規     格 ： JAS 構造用合板1級または2級
厚      さ ： 28㎜、30㎜
かさ比重 ： 0.4 ～ 0.7
大 き さ ： 最小900㎜×1800㎜、最大1000㎜×2000㎜

②ネダノンQF45とは

①ネダノンQF45のメリット

　ネダノンQF45は、45分準耐火建築物の床構造として使用できる。建築物に45分準耐火構造の性能が求められる地域・床面積等
の条件は表のとおりである。

③こんなところに使えるネダノンQF45

■45分準耐火構造が求められる建物の建設地域と規模
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防火構造

45分準耐火構造

45分準耐火構造
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2階のＳ≧300ｍ2　45分準耐火構造
1・2階の合計Ｓ＞200ｍ2　防火構造
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床仕上げ材

床下張り（厚さ12mm、15mm）

床捨て張り合板

せっこうボード等防火被覆材

従来の準耐火構造床

床仕上げ材

床下張り（ネダノン 厚さ28mm、30mm）

ネダノンQF45を用いた準耐火構造床

注）ネダノンQF45で対応できるのは「防火構造」と「45分準耐火構造」。
　  ネダノンQF45で「1時間準耐火構造」「耐火構造」は対応できない。

　ネダノンQF45を用いた枠組壁工法において、45分準耐火構造（床）の国土交通大臣の認定を取得しており、厚さ
28㎜または30㎜の合板（ネダノンQF45）を枠組壁工法の45分準耐火構造（床）の部材に利用することができます。
認定番号は下記となります。
●吊り天井方式：QF045FL-0013（断熱材なし）、QF045FL-0019（グラスウールまたはロックウール断熱材あり）
●天井根太方式：QF045FL-0015（断熱材なし）、QF045FL-0020（グラスウールまたはロックウール断熱材あり）
（認定書の写しは、東京合板工業組合・東北合板工業組合へご請求ください）

　従来、準耐火構造45分仕様の建物の床では、右図に示すように、厚さ12㎜以上の床下
張りの上に防火被覆材（例えば厚さ9㎜以上のせっこうボード）を施工する。さらに実際の施工
では、この上に床仕上げ材を堅固に施工するのは困難であるので、捨て張り合板（厚さ9㎜
以上）が必要になる。しかし、厚物構造用合板「ネダノンQF45」を使用すると、床下張り
上のせっこうボード及び捨て張り合板を施工する必要がない。納まりも簡易で作業工期も短
縮でき、荷揚げ作業などを含めてトータルの材料及び施工コスト削減の効果が期待できる。

（単位：㎜）
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太め鉄丸くぎ（CN65又はCNZ65 以上、周辺部＠150以下、中間部＠200以下）
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3階
1,2階

22条
地域

準防火
地域

防火
地域

22条
地域

準防火
地域

延べ床面積，Ｓ（ｍ2）
Ｓ≦100 100＜Ｓ≦500 500＜Ｓ≦1000 1000＜Ｓ≦1500 1500＜Ｓ≦3000 3000＜Ｓ

耐火構造

耐火構造

45分準耐火構造

45分準耐火構造

1時間準耐火構造

1時間準耐火構造
防火構造

防火構造

45分準耐火構造

45分準耐火構造

土塗壁
その他の構造

2階のＳ≧300ｍ2　45分準耐火構造
1・2階の合計Ｓ＞200ｍ2　防火構造

防火構造

準防火3階仕様

土塗壁その他の構造 防火構造

床仕上げ材

床下張り（厚さ12mm、15mm）

床捨て張り合板

せっこうボード等防火被覆材

従来の準耐火構造床

床仕上げ材

床下張り（ネダノン 厚さ28mm、30mm）

ネダノンQF45を用いた準耐火構造床

注）ネダノンQF45で対応できるのは「防火構造」と「45分準耐火構造」。
　  ネダノンQF45で「1時間準耐火構造」「耐火構造」は対応できない。

　ネダノンQF45を用いた枠組壁工法において、45分準耐火構造（床）の国土交通大臣の認定を取得しており、厚さ
28㎜または30㎜の合板（ネダノンQF45）を枠組壁工法の45分準耐火構造（床）の部材に利用することができます。
認定番号は下記となります。
●吊り天井方式：QF045FL-0013（断熱材なし）、QF045FL-0019（グラスウールまたはロックウール断熱材あり）
●天井根太方式：QF045FL-0015（断熱材なし）、QF045FL-0020（グラスウールまたはロックウール断熱材あり）
（認定書の写しは、東京合板工業組合・東北合板工業組合へご請求ください）

　従来、準耐火構造45分仕様の建物の床では、右図に示すように、厚さ12㎜以上の床下
張りの上に防火被覆材（例えば厚さ9㎜以上のせっこうボード）を施工する。さらに実際の施工
では、この上に床仕上げ材を堅固に施工するのは困難であるので、捨て張り合板（厚さ9㎜
以上）が必要になる。しかし、厚物構造用合板「ネダノンQF45」を使用すると、床下張り
上のせっこうボード及び捨て張り合板を施工する必要がない。納まりも簡易で作業工期も短
縮でき、荷揚げ作業などを含めてトータルの材料及び施工コスト削減の効果が期待できる。

（単位：㎜）

500以下

500 以下

500 以下

太め鉄丸くぎ（CN65又はCNZ65 以上、周辺部＠150以下、中間部＠200以下）

構造用合板
（厚さ28・30）

吊木受（38以上×89以上、＠1000以下）

床根太（38以上×140以上、＠500以下）

吊木（38以上×40以上、長さ100以上、＠910以下）

野縁（38以上×40以上、床根太方向＠500以下、床根太直交方向＠455以下）

受材（38以上×89以上）

断熱材（必要に応じて使用する。）
（グラスウール：密度24～48kg/ｍ3厚さ50～150）
（ロックウール：密度24～80kg/ｍ3厚さ50～150）

強化せっこうボード（厚さ15、断熱材を施工する場合は12.5）

（単位：㎜）

500以下

500以下

500以下

太め鉄丸くぎ（CN65又はCNZ65以上、周辺部＠150以下、中間部＠200以下）

構造用合板
（厚さ28・30）

吊木受（38以上×89以上、＠1000以下）

床根太（38以上×140以上、＠500以下）

吊木（38以上×40以上、長さ100以上、＠910以下）

野縁（38以上×40以上、床根太方向＠500以下、床根太直交方向＠455以下）

受材（38以上×89以上）

断熱材（必要に応じて使用する。）
（グラスウール：密度24～48kg/ｍ3厚さ50～150）
（ロックウール：密度24～80kg/ｍ3厚さ50～150）

強化せっこうボード（厚さ15、断熱材を施工する場合は12.5）

枠組壁工法仕様マニュアル
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■枠組壁工法にネダノンQF45を用いた床構造の45分準耐火試験

●試験実施場所 ： （一財）ベターリビング筑波建築試験センター
●試 験 方 法 ： 同センターの準耐火構造（床）の業務方法書に基づいて、床上面からの加熱試験（ISO834-1による45分
　　　　　　　  加熱）を実施。

●試験体の概要：
（1）床下地 ： ロシアカラマツ･国産スギ混合の積層数11、厚さ28㎜、比重0.50（全乾状態、試験時の含水率は9.8％）の合板
（2）根　太 ： 断面寸法は38×140㎜、間隔は500㎜以下
（3）天　井 ： 厚さ15㎜、比重0.76（気乾）の強化せっこうボード一枚張り天井裏面空間の高さは吊り天井方式では188㎜、
　　　　　 天井根太方式では155㎜。断熱材なし
（4）試験体の大きさ ： 2350×2730㎜

準耐火性能評価試験の試験体 加熱試験開始直後の試験体

■45分準耐火構造（床）試験の結果（準耐火性能評価試験成績書より作成）

天井方式

試験体記号

非損傷性

吊り天井方式 吊り天井方式 天井根太方式 天井根太方式

A B C D
－ － － －

31℃ 37℃ 27℃ 31℃

なし なし なし なし

なし なし なし なし

なし なし なし なし

91℃
制限値211℃

101℃
制限値217℃

115℃
制限値207℃

103℃
制限値211℃

81℃
制限値171℃

87℃
制限値177℃

101℃
制限値167℃

80℃
制限値171℃試

験
結
果

遮
熱
性

遮
炎
性

最　　高

平　　均

非加熱側へ10秒を超えて
継続する火炎の噴出の有無

非加熱側へ10秒を超えて
継続する発炎の有無

火炎が通る亀裂等の
損傷の発生の有無

初期温度

加熱中の
裏面温度

（単位：㎜）

（単位：㎜）

（2）天井根太方式

■さね加工を施したネダノンを使う場合（受材省略仕様）

■さね加工を施さないネダノンを使う場合

500以下

500以下

500以下

太め鉄丸くぎ（CN65又はCNZ65以上、周辺部＠150以下、中間部＠150以下）

構造用合板
（厚さ28・30）

床根太（38以上×140以上、＠500以下）

天井根太（38以上×89以上、＠500以下）

強化せっこうボード（厚さ15、断熱材を施工する場合は12.5）

断熱材（必要に応じて使用する。）
（グラスウール：密度24～48kg/ｍ3厚さ50～150）
（ロックウール：密度24～80kg/ｍ3厚さ50～150）

500以下

500以下

500以下

太め鉄丸くぎ（CN65又はCNZ65以上、周辺部＠150以下、中間部＠150以下）

構造用合板
（厚さ28・30）

床根太（38以上×140以上、＠500以下）

天井根太（38以上×89以上、＠500以下）

強化せっこうボード（厚さ15、断熱材を施工する場合は12.5）

断熱材（必要に応じて使用する。）
（グラスウール：密度24～48kg/ｍ3厚さ50～150）
（ロックウール：密度24～80kg/ｍ3厚さ50～150）

枠組壁工法仕様マニュアル
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■枠組壁工法にネダノンQF45を用いた床構造の45分準耐火試験

●試験実施場所 ： （一財）ベターリビング筑波建築試験センター
●試 験 方 法 ： 同センターの準耐火構造（床）の業務方法書に基づいて、床上面からの加熱試験（ISO834-1による45分
　　　　　　　  加熱）を実施。

●試験体の概要：
（1）床下地 ： ロシアカラマツ･国産スギ混合の積層数11、厚さ28㎜、比重0.50（全乾状態、試験時の含水率は9.8％）の合板
（2）根　太 ： 断面寸法は38×140㎜、間隔は500㎜以下
（3）天　井 ： 厚さ15㎜、比重0.76（気乾）の強化せっこうボード一枚張り天井裏面空間の高さは吊り天井方式では188㎜、
　　　　　 天井根太方式では155㎜。断熱材なし
（4）試験体の大きさ ： 2350×2730㎜

準耐火性能評価試験の試験体 加熱試験開始直後の試験体

■45分準耐火構造（床）試験の結果（準耐火性能評価試験成績書より作成）

天井方式

試験体記号

非損傷性

吊り天井方式 吊り天井方式 天井根太方式 天井根太方式

A B C D
－ － － －

31℃ 37℃ 27℃ 31℃

なし なし なし なし

なし なし なし なし

なし なし なし なし

91℃
制限値211℃

101℃
制限値217℃

115℃
制限値207℃

103℃
制限値211℃

81℃
制限値171℃

87℃
制限値177℃

101℃
制限値167℃

80℃
制限値171℃試

験
結
果

遮
熱
性

遮
炎
性

最　　高

平　　均

非加熱側へ10秒を超えて
継続する火炎の噴出の有無

非加熱側へ10秒を超えて
継続する発炎の有無

火炎が通る亀裂等の
損傷の発生の有無

初期温度

加熱中の
裏面温度

（単位：㎜）

（単位：㎜）

（2）天井根太方式

■さね加工を施したネダノンを使う場合（受材省略仕様）

■さね加工を施さないネダノンを使う場合

500以下

500以下

500以下

太め鉄丸くぎ（CN65又はCNZ65以上、周辺部＠150以下、中間部＠150以下）

構造用合板
（厚さ28・30）

床根太（38以上×140以上、＠500以下）

天井根太（38以上×89以上、＠500以下）

強化せっこうボード（厚さ15、断熱材を施工する場合は12.5）

断熱材（必要に応じて使用する。）
（グラスウール：密度24～48kg/ｍ3厚さ50～150）
（ロックウール：密度24～80kg/ｍ3厚さ50～150）

500以下

500以下

500以下

太め鉄丸くぎ（CN65又はCNZ65以上、周辺部＠150以下、中間部＠150以下）

構造用合板
（厚さ28・30）

床根太（38以上×140以上、＠500以下）

天井根太（38以上×89以上、＠500以下）

強化せっこうボード（厚さ15、断熱材を施工する場合は12.5）

断熱材（必要に応じて使用する。）
（グラスウール：密度24～48kg/ｍ3厚さ50～150）
（ロックウール：密度24～80kg/ｍ3厚さ50～150）
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④ネダノンの釘接合許容せん断耐力

■等級を記号E、Fで表す1級の基準許容応力度と基準弾性係数

強度等級

E50-F160

E55-F175

E60-F190

E65-F205

E70-F220

E75-F245

E80-F270

基準許容応力度（N/㎜2）
曲げ

0°方向 積層数
4.0

4.3

4.7

5.0

5.5

6.1

6.7

単板数が3の場合：1.2
単板数が4の場合：1.6
単板数が5の場合：2.2
単板数が
6以上の場合：2.5

単板数が3の場合：0.4
単板数が4の場合：1.1
単板数が5の場合：1.8
単板数が
6以上の場合：2.2

0.8

面内
せん断

0.4

層内
せん断90°方向 0°方向 積層数

5.0

5.5

6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

0.4

（0°、90°方向）90°方向

0°、90°：表板の繊維方向がスパン方向または荷重方向にそれぞれ平行、直交の場合。

■2級の基準許容応力度と基準弾性係数

■釘１本当たりの接合許容せん断耐力(短期、N)

厚さ
（㎜）

釘種類

CN65 または CNZ65

CN75 または CNZ75

出展：2007年枠組壁工法建築物構造計算指針、P.66、（社）日本ツーバイフォー建築協会発行
ネダノンの厚さ24㎜又は28㎜以上34㎜以下に対する値

680

870

660

840

640

810

D-Fir Hem-Fir S-P-F、W.Cedar
根太の樹種グループ

5.0

6.0

7.5

9.0

12.0

15.0

18.0

基準許容応力度（N/㎜2）

曲げ
0°方向 積層数
5.2

4.8

4.3

3.9

3.3

2.7

2.4

基準弾性係数（103N/㎜2）

曲げヤング係数
0°方向
6.5

6.5

5.5

5.0

4.0

4.0

4.0

90°方向
0.4

面内せん断弾性係数
0°、90°方向

0.3

0.3

0.3

0.3

0.6

1.1

21.0 2.2 4.0 1.1

24.0

28.0以上

2.2

2.0

3.5 1.4

3.3 1.7

0.80.8

面内
せん断

0.4 0.4

層内
せん断90°方向

0°、90°：表板の繊維方向がスパン方向または荷重方向にそれぞれ平行、直交の場合。

【許容応力度の誘導方法の解説】
許容応力度は「木質構造設計規準・同解説」により以下の方法で誘導されている。
●等級を記号A,B,C,Dで表す1級
　曲げ基準許容応力度はJAS規格の適合基準値に接着耐久性を考慮した低減係数3/4を乗じた値。引張・圧縮・せん断基準許容応力度は
　平行層理論や実験データから誘導した強度値に接着耐久性を考慮した低減係数3/4を乗じた値。曲げヤング係数はJAS規格の適合基準値。
　 その他の弾性定数は平行層理論や実験データ等から誘導した値。
●等級を記号EとFで表す1級
　曲げ・面内せん断基準許容応力度はJAS規格の適合基準値に接着耐久性を考慮した低減係数3/4を乗じた値。圧縮・引張・層内せん断基
　準許容応力度は平行層理論や実験データ等から誘導した強度値に接着耐久性を考慮した低減係数3/4を乗じた値。曲げヤング係数は JAS規格
　の適合基準値。その他の弾性定数は平行層理論や実験データ等から誘導した値。
●2級
　上記の構造用合板2級の基準許容応力度は、JAS規格に基づいて最も強度の低い樹種を原料とし、かつ、0°、90°方向のそれぞれについて最も強
　度が低くなる単板構成で製造したことを想定して誘導された値である。
　日本建築学会編「木質構造設計規準・同解説」第4版、P.412によると、樹種と単板構成が明らかな場合は、基準許容応力度は次式に基づいて計算
　しても良いこととされている。

基準曲げヤング係数
（103N/㎜2）

基準せん断弾性係数
（103N/㎜2）

■等級を記号A、B、C、Dで表す1級の基準許容応力度（N/㎜2）

厚さ
（㎜）

5.0以上6.0未満

6.0以上7.5未満

7.5以上9.0未満

9.0以上12.0未満

12.0以上15.0未満

15.0以上18.0未満

18.0以上21.0未満

21.0以上24.0未満

24.0以上

積
層
数

3

3

5

5

5

7

7

7

9

10.5

9.5

8.5

8.0

6.5

6.0

6.0

6.5

6.5

9.5

9.0

8.0

7.0

6.0

5.5

5.5

6.0

6.0

8.5

8.0

7.0

6.5

5.5

5.0

5.0

5.5

5.5

6.5

5.5

6.0

5.0

5.0

4.0

5.0

5.0

5.0

6.0

5.0

5.5

4.5

4.5

3.5

4.5

4.5

4.5

5.5

4.5

5.0

4.0

4.0

3.0

4.0

4.0

4.0

4.5

4.0

4.0

3.5

3.5

3.0

3.5

3.5

3.5

4.0

3.5

4.0

3.5

3.5

2.5

3.5

3.5

3.5

4.0

3.5

3.5

3.0

3.0

2.5

3.0

3.0

3.0

2.0

3.5

3.0

4.0

5.0

5.0

5.0

4.5

4.5

2.0

3.5

3.0

4.0

5.0

5.0

5.0

4.5

4.5

2.0

3.5

3.0

4.0

5.0

5.0

5.0

4.5

4.5

3.5

4.5

3.5

4.5

4.5

5.5

4.5

4.5

4.5

3.5

4.5

3.5

4.5

4.5

5.5

4.5

4.5

4.5

3.5

4.5

3.5

4.5

4.5

5.5

4.5

4.5

4.5

2.5

3.5

2.5

3.5

3.5

4.0

3.5

3.5

3.5

2.5

3.5

2.5

3.5

3.5

4.0

3.5

3.5

3.5

2.5

3.5

2.5

3.5

3.5

4.0

3.5

3.5

3.5

A-B、B-B  
：1.4

  A-C、B-C、
C-C：1.3
  A-D、B-D、
C-D、D-D  
：1.2

A-B、B-B  
：1.8

  A-C、B-C、
C-C：1.6
  A-D、B-D、
C-D、D-D  
：1.5

A-B、B-B  
：2.4

  A-C、B-C、
C-C：2.3
  A-D、B-D、
C-D、D-D  
：2.2

A-B、B-B  
：2.8

  A-C、B-C、
C-C：2.6
  A-D、B-D、
C-D、D-D  
：2.4

0°方向
曲げ

A-B
B-B

■等級を記号A、B、C、Dで表す1級の基準弾性係数（103N/㎜2）

厚さ
（㎜）

5.0以上6.0未満

6.0以上7.5未満

7.5以上9.0未満

9.0以上12.0未満

12.0以上15.0未満

15.0以上18.0未満

18.0以上21.0未満

21.0以上24.0未満

24.0以上

積層数
0°方向

ヤング係数
曲げ 積層数

3

3

5

5

5

7

7

7

9

8.5

8.0

7.0

6.5

5.5

5.0

5.0

5.5

5.5

5.5

4.5

5.5

4.5

4.5 0.4

3.5

4.5

4.5

4.5

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-DD-D

引張
A-B
B-B

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-DD-D

圧縮
A-B
B-B

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-DD-D

90°方向 0°、90°方向 45°方向
曲げ

A-B
B-B

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-DD-D

引張
A-B
B-B

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-DD-D

圧縮 せん断 せん断
A-B
B-B

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-D
D-D

面内
せん断

層内
せん断

層内
せん断

0.4 0.5 2.0

引張 圧縮 面内
せん断

め
り
込
み

A-B～D-D：板面の品質。
0°、90°、45°：表板の繊維方向がスパン方向または荷重方向にそれぞれ平行、直交、45°の角度をなす場合。めりこみは面に直角方向の場合。

面内せん断
弾性係数引張および圧縮

90°方向 45°方向
ヤング係数

曲げ 積層数
0.5

1.0

2.0

2.5

3.5

4.0

4.0

3.5

3.5

3.5

4.5

3.5

4.5

4.5 0.4 2.5

5.5

4.5

4.5

4.5

面内せん断
弾性係数

面内せん断
弾性係数引張および圧縮

0°、90°、45°：表板の繊維方向がスパン方向または荷重方向にそれぞれ平行、直交、45°の角度をなす場合。

日合連では、上式により厚さ24、28㎜の構造用合板の基準許容応力度を誘導している。この値は、傘下の全合板メーカーが製造している厚さ
24、28㎜の構造用合板の単板構成を調査し、その最弱単板構成から誘導した値であり、その安全性については、曲げ強度試験で裏付けを
行っている。なお、表の曲げヤング係数は、最弱単板構成の合板の平均値である（実験データについてはP.14、15参照）。

厚さ
（㎜）

0°方向 90°方向 0°方向 90°方向

許容応力度 （単位：N/㎜2） 弾性係数 （単位：N/㎜2）
曲  げ

面内せん断 層内せん断
曲げヤング係数

面内せん断弾性係数
（0°、90°方向）

24 3.3 2.5 0.8 0.4 4.6 2.2 0.428 3.4 2.5 4.4 2.2

■厚さ24、28㎜構造用合板2級の基準許容応力度と基準弾性係数（日合連暫定値）

f0 ＝
F
8
R0 f90 ＝

F
8
R90

：0°方向、90°方向の基準許容曲げ応力度
：当該樹種の木材の曲げ強さの5％下限値（不明の場合はエンゲルマンスプルースの値43.9N/㎜2を仮定してもよい）
：0°方向有効断面係数比=（繊維方向が表板のそれに平行な単板だけを有効と見なしたときの断面係数）/（見かけの断面係数）
：90°方向有効断面係数比=（繊維方向が表板のそれに直角な単板だけを有効と見なしたときの断面係数）/（見かけの断面係数）

f0 ,  f90
F
R0
R90

ただし、

●ネダノンの基準強度

枠組壁工法仕様マニュアル
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④ネダノンの釘接合許容せん断耐力

■等級を記号E、Fで表す1級の基準許容応力度と基準弾性係数

強度等級

E50-F160

E55-F175

E60-F190

E65-F205

E70-F220

E75-F245

E80-F270

基準許容応力度（N/㎜2）
曲げ

0°方向 積層数
4.0

4.3

4.7

5.0

5.5

6.1

6.7

単板数が3の場合：1.2
単板数が4の場合：1.6
単板数が5の場合：2.2
単板数が
6以上の場合：2.5

単板数が3の場合：0.4
単板数が4の場合：1.1
単板数が5の場合：1.8
単板数が
6以上の場合：2.2

0.8

面内
せん断

0.4

層内
せん断90°方向 0°方向 積層数

5.0

5.5

6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

0.4

（0°、90°方向）90°方向

0°、90°：表板の繊維方向がスパン方向または荷重方向にそれぞれ平行、直交の場合。

■2級の基準許容応力度と基準弾性係数

■釘１本当たりの接合許容せん断耐力(短期、N)

厚さ
（㎜）

釘種類

CN65 または CNZ65

CN75 または CNZ75

出展：2007年枠組壁工法建築物構造計算指針、P.66、（社）日本ツーバイフォー建築協会発行
ネダノンの厚さ24㎜又は28㎜以上34㎜以下に対する値

680

870

660

840

640

810

D-Fir Hem-Fir S-P-F、W.Cedar
根太の樹種グループ

5.0

6.0

7.5

9.0

12.0

15.0

18.0

基準許容応力度（N/㎜2）

曲げ
0°方向 積層数
5.2

4.8

4.3

3.9

3.3

2.7

2.4

基準弾性係数（103N/㎜2）

曲げヤング係数
0°方向
6.5

6.5

5.5

5.0

4.0

4.0

4.0

90°方向
0.4

面内せん断弾性係数
0°、90°方向

0.3

0.3

0.3

0.3

0.6

1.1

21.0 2.2 4.0 1.1

24.0

28.0以上

2.2

2.0

3.5 1.4

3.3 1.7

0.80.8

面内
せん断

0.4 0.4

層内
せん断90°方向

0°、90°：表板の繊維方向がスパン方向または荷重方向にそれぞれ平行、直交の場合。

【許容応力度の誘導方法の解説】
許容応力度は「木質構造設計規準・同解説」により以下の方法で誘導されている。
●等級を記号A,B,C,Dで表す1級
　曲げ基準許容応力度はJAS規格の適合基準値に接着耐久性を考慮した低減係数3/4を乗じた値。引張・圧縮・せん断基準許容応力度は
　平行層理論や実験データから誘導した強度値に接着耐久性を考慮した低減係数3/4を乗じた値。曲げヤング係数はJAS規格の適合基準値。
　 その他の弾性定数は平行層理論や実験データ等から誘導した値。
●等級を記号EとFで表す1級
　曲げ・面内せん断基準許容応力度はJAS規格の適合基準値に接着耐久性を考慮した低減係数3/4を乗じた値。圧縮・引張・層内せん断基
　準許容応力度は平行層理論や実験データ等から誘導した強度値に接着耐久性を考慮した低減係数3/4を乗じた値。曲げヤング係数は JAS規格
　の適合基準値。その他の弾性定数は平行層理論や実験データ等から誘導した値。
●2級
　上記の構造用合板2級の基準許容応力度は、JAS規格に基づいて最も強度の低い樹種を原料とし、かつ、0°、90°方向のそれぞれについて最も強
　度が低くなる単板構成で製造したことを想定して誘導された値である。
　日本建築学会編「木質構造設計規準・同解説」第4版、P.412によると、樹種と単板構成が明らかな場合は、基準許容応力度は次式に基づいて計算
　しても良いこととされている。

基準曲げヤング係数
（103N/㎜2）

基準せん断弾性係数
（103N/㎜2）

■等級を記号A、B、C、Dで表す1級の基準許容応力度（N/㎜2）

厚さ
（㎜）

5.0以上6.0未満

6.0以上7.5未満

7.5以上9.0未満

9.0以上12.0未満

12.0以上15.0未満

15.0以上18.0未満

18.0以上21.0未満

21.0以上24.0未満

24.0以上

積
層
数

3

3

5

5

5

7

7

7

9

10.5

9.5

8.5

8.0

6.5

6.0

6.0

6.5

6.5

9.5

9.0

8.0

7.0

6.0

5.5

5.5

6.0

6.0

8.5

8.0

7.0

6.5

5.5

5.0

5.0

5.5

5.5

6.5

5.5

6.0

5.0

5.0

4.0

5.0

5.0

5.0

6.0

5.0

5.5

4.5

4.5

3.5

4.5

4.5

4.5

5.5

4.5

5.0

4.0

4.0

3.0

4.0

4.0

4.0

4.5

4.0

4.0

3.5

3.5

3.0

3.5

3.5

3.5

4.0

3.5

4.0

3.5

3.5

2.5

3.5

3.5

3.5

4.0

3.5

3.5

3.0

3.0

2.5

3.0

3.0

3.0

2.0

3.5

3.0

4.0

5.0

5.0

5.0

4.5

4.5

2.0

3.5

3.0

4.0

5.0

5.0

5.0

4.5

4.5

2.0

3.5

3.0

4.0

5.0

5.0

5.0

4.5

4.5

3.5

4.5

3.5

4.5

4.5

5.5

4.5

4.5

4.5

3.5

4.5

3.5

4.5

4.5

5.5

4.5

4.5

4.5

3.5

4.5

3.5

4.5

4.5

5.5

4.5

4.5

4.5

2.5

3.5

2.5

3.5

3.5

4.0

3.5

3.5

3.5

2.5

3.5

2.5

3.5

3.5

4.0

3.5

3.5

3.5

2.5

3.5

2.5

3.5

3.5

4.0

3.5

3.5

3.5

A-B、B-B  
：1.4

  A-C、B-C、
C-C：1.3
  A-D、B-D、
C-D、D-D  
：1.2

A-B、B-B  
：1.8

  A-C、B-C、
C-C：1.6
  A-D、B-D、
C-D、D-D  
：1.5

A-B、B-B  
：2.4

  A-C、B-C、
C-C：2.3
  A-D、B-D、
C-D、D-D  
：2.2

A-B、B-B  
：2.8

  A-C、B-C、
C-C：2.6
  A-D、B-D、
C-D、D-D  
：2.4

0°方向
曲げ

A-B
B-B

■等級を記号A、B、C、Dで表す1級の基準弾性係数（103N/㎜2）

厚さ
（㎜）

5.0以上6.0未満

6.0以上7.5未満

7.5以上9.0未満

9.0以上12.0未満

12.0以上15.0未満

15.0以上18.0未満

18.0以上21.0未満

21.0以上24.0未満

24.0以上

積層数
0°方向

ヤング係数
曲げ 積層数

3

3

5

5

5

7

7

7

9

8.5

8.0

7.0

6.5

5.5

5.0

5.0

5.5

5.5

5.5

4.5

5.5

4.5

4.5 0.4

3.5

4.5

4.5

4.5

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-DD-D

引張
A-B
B-B

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-DD-D

圧縮
A-B
B-B

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-DD-D

90°方向 0°、90°方向 45°方向
曲げ

A-B
B-B

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-DD-D

引張
A-B
B-B

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-DD-D

圧縮 せん断 せん断
A-B
B-B

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-D
D-D

面内
せん断

層内
せん断

層内
せん断

0.4 0.5 2.0

引張 圧縮 面内
せん断

め
り
込
み

A-B～D-D：板面の品質。
0°、90°、45°：表板の繊維方向がスパン方向または荷重方向にそれぞれ平行、直交、45°の角度をなす場合。めりこみは面に直角方向の場合。

面内せん断
弾性係数引張および圧縮

90°方向 45°方向
ヤング係数

曲げ 積層数
0.5

1.0

2.0

2.5

3.5

4.0

4.0

3.5

3.5

3.5

4.5

3.5

4.5

4.5 0.4 2.5

5.5

4.5

4.5

4.5

面内せん断
弾性係数

面内せん断
弾性係数引張および圧縮

0°、90°、45°：表板の繊維方向がスパン方向または荷重方向にそれぞれ平行、直交、45°の角度をなす場合。

日合連では、上式により厚さ24、28㎜の構造用合板の基準許容応力度を誘導している。この値は、傘下の全合板メーカーが製造している厚さ
24、28㎜の構造用合板の単板構成を調査し、その最弱単板構成から誘導した値であり、その安全性については、曲げ強度試験で裏付けを
行っている。なお、表の曲げヤング係数は、最弱単板構成の合板の平均値である（実験データについてはP.14、15参照）。

厚さ
（㎜）

0°方向 90°方向 0°方向 90°方向

許容応力度 （単位：N/㎜2） 弾性係数 （単位：N/㎜2）
曲  げ

面内せん断 層内せん断
曲げヤング係数

面内せん断弾性係数
（0°、90°方向）

24 3.3 2.5 0.8 0.4 4.6 2.2 0.428 3.4 2.5 4.4 2.2

■厚さ24、28㎜構造用合板2級の基準許容応力度と基準弾性係数（日合連暫定値）

f0 ＝
F
8
R0 f90 ＝

F
8
R90

：0°方向、90°方向の基準許容曲げ応力度
：当該樹種の木材の曲げ強さの5％下限値（不明の場合はエンゲルマンスプルースの値43.9N/㎜2を仮定してもよい）
：0°方向有効断面係数比=（繊維方向が表板のそれに平行な単板だけを有効と見なしたときの断面係数）/（見かけの断面係数）
：90°方向有効断面係数比=（繊維方向が表板のそれに直角な単板だけを有効と見なしたときの断面係数）/（見かけの断面係数）

f0 ,  f90
F
R0
R90

ただし、

●ネダノンの基準強度
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実験データ

①曲げ性能

●試験方法 ： 0°方向の試験は合板の日本農林規格（JAS規
　格）構造用1級の試験方法（曲げスパン ： 厚さの45倍）、90°
　方向の試験は小試験体（曲げスパン ： 厚さの24倍）による
　（曲げ試験方法の図参照）。
●曲げ強さ・曲げヤング係数 ： ほぼ全ての合板がJAS規格1 
　級に格付け可能な水準であった。
●破壊荷重・たわみ ： 厚さが増すと曲げ強さ・曲げヤング係数
　が低くなるものが見られた（下の表参照）が、幅910㎜・はり間
　隔910㎜で支持した場合の破壊荷重とたわみ量を比較すると、
　厚いものほど高い曲げ性能を持つことがわかる。

■曲げ強さ・曲げヤング係数の一覧

樹種
厚さ

（㎜） （%）（ｇ/cm3） （%）（N/㎜2） （%）（kN/㎜2） （%）（ｇ/cm3） （%）（N/㎜2） （%）（kN/㎜2）

密度
平均 変動係数 平均 変動係数 平均 変動係数 平均 変動係数 平均 変動係数 平均 変動係数

曲げ強さ 曲げヤング係数 密度 曲げ強さ 曲げヤング係数

0度方向 90度方向

実験データ6
ネダノンは高い曲げ性能を有し、構造用合板1級に格付け可能な水準にあった。

曲げ試験方法

単
一
樹
種

アカマツ

カラマツ

ヒノキ

トドマツ

ラジアータ
パイン

ラーチ

ベイマツ

ラワン

スギ

24
24
24
24
28
28
28
28
28
24
24
28
28
24
24
28
28
28
24
28
24
28
24
28
35
24
28
35
24
28
24
28

※

※

※

※

※

※

※
※

※
※

※
※

0.42 
0.44 
0.41 
0.41 
0.44 
0.48 
0.43 
0.42 
0.38 
0.55 
0.54 
0.53 
0.53 
0.55 
0.57 
0.55 
0.56 
0.49 
0.49 
0.50 
0.43 
0.42 
0.54 
0.50 
0.56 
0.59 
0.66 
0.68 
0.56 
0.60 
0.56 
0.48 

1.6 
3.3 
3.4 
2.1 
4.0 
3.1 
4.3 
3.3 
1.8 
6.3 
3.8 
2.3 
1.5 
3.6 
2.4 
2.5 
2.7 
2.8 
1.4 
2.5 
3.1 
4.3 
0.9 
2.2 
2.9 
1.9 
3.4 
1.8 
3.7 
3.1 
3.0 
7.8 

22.5 
20.0 
20.1 
18.9 
19.2 
20.9 
21.2 
24.3 
17.2 
29.8 
31.9 
28.2 
33.2 
27.1 
25.8 
29.6 
30.0 
21.7 
35.3 
36.8 
25.8 
23.5 
31.8 
28.5 
22.0 
38.4 
34.4 
34.8 
29.5 
37.6 
45.0 
28.1 

25.9 
12.6 
17.5 
11.9 
17.4 
12.6 
12.6 
18.1 
13.2 
8.6 
15.1 
20.1 
10.6 
11.4 
22.6 
17.5 
23.7 
15.6 
10.8 
18.0 
5.9 
11.2 
13.7 
12.3 
11.7 
16.2 
9.9 
16.8 
22.9 
10.3 
7.6 
14.5 

5.70 
4.95 
4.58 
4.79 
5.03 
5.39 
4.84 
4.90 
4.39 
5.88 
7.57 
7.80 
7.86 
6.22 
6.63 
8.33 
7.95 
7.31 
7.62 
7.96 
6.37 
6.20 
5.94 
5.64 
5.57 
9.19 
9.06 
9.60 
7.83 
8.45 
8.05 
5.64 

14.9 
9.1 
12.8 
7.6 
15.5 
9.9 
6.9 
6.3 
4.8 
16.1 
6.2 
11.5 
9.5 
11.1 
10.1 
11.9 
13.3 
15.3 
6.1 
11.3 
10.7 
7.3 
7.1 
14.6 
12.9 
9.4 
4.9 
11.3 
16.6 
10.1 
5.1 
11.7 

0.43 
0.43 
0.40 
0.41 
0.44 
0.41 
0.42 
0.42 
0.39 
0.55 
0.55 
0.54 
0.53 
0.54 
0.57 
0.55 
0.56 
0.49 
0.49 
0.50 
0.42 
0.42 
0.54 
0.53 
0.54 
0.60 
0.66 
0.70 
0.50 
0.60 
0.56 
0.49 

4.1 
2.9 
4.1 
2.5 
3.9 
3.3 
4.9 
2.5 
2.3 
1.3 
3.8 
1.4 
1.6 
3.8 
4.5 
2.8 
2.9 
3.2 
1.6 
2.7 
3.5 
7.2 
3.2 
3.1 
2.9 
3.0 
4.6 
2.5 
4.6 
3.1 
2.9 
8.2 

19.6 
18.7 
20.2 
17.9 
20.9 
20.0 
15.5 
19.2 
18.0 
27.1 
32.3 
28.9 
29.5 
37.3 
21.0 
29.1 
19.8 
18.1 
21.0 
20.9 
19.4 
18.4 
29.5 
24.9 
30.9 
25.1 
39.2 
33.6 
22.3 
21.4 
41.8 
36.5 

26.1 
23.9 
20.9 
21.6 
26.0 
14.0 
20.8 
17.8 
10.0 
24.8 
33.2 
21.0 
22.5 
26.3 
31.1 
40.9 
29.5 
21.6 
9.6 
19.4 
22.9 
17.5 
23.2 
23.2 
15.5 
38.9 
12.8 
11.0 
33.5 
29.8 
14.5 
19.0 

3.59 
3.73 
2.77 
3.10 
4.52 
3.68 
2.96 
3.29 
2.57 
3.96 
6.28 
4.60 
4.26 
7.28 
4.35 
5.34 
4.76 
3.33 
3.28 
3.24 
3.57 
3.30 
3.57 
4.76 
6.05 
3.42 
6.46 
6.00 
6.13 
7.09 
5.55 
6.08 

12.1 
11.7 
15.3 
19.5 
23.3 
10.7 
15.6 
11.6 
8.2 
20.3 
20.2 
19.5 
9.4 
7.8 
14.6 
20.4 
10.3 
10.1 
7.7 
12.8 
11.0 
10.0 
25.6 
17.3 
16.2 
25.9 
13.8 
14.3 
14.5 
9.7 
10.9 
10.5 

■曲げ強さ・曲げヤング係数の一覧

樹種
厚さ

（㎜） （%）（ｇ/cm3） （%）（N/㎜2） （%）（kN/㎜2） （%）（ｇ/cm3） （%）（N/㎜2） （%）（kN/㎜2）

密度
平均 変動係数 平均 変動係数 平均 変動係数 平均 変動係数 平均 変動係数 平均 変動係数

曲げ強さ 曲げヤング係数 密度 曲げ強さ 曲げヤング係数

0度方向 90度方向

試験体数：各8体
同一の単板構成で複数の数値があるものは単板厚さが異なる。
※：P16参照

約10倍すれば従来の単位に換算できます。

異
樹
種
複
合

スギ、アカマツ

スギ、ラーチ

ヒノキ、スギ

カラマツ、スギ

カラマツ、
ラジアータパイン
アカマツ、

ラジアータパイン

ラーチ、
スギ

ベイマツ、
スギ

ベイマツ、
ラジアータパイン
ラーチ、
アカマツ

カラマツ、アカマツ

スギ、
ラジアータパイン

24
28
24
24
28
28
28
24
28
28
24
28
24
24
24
24
24
24
28
28
28
28
28
24
28
24
28
24
28
24
24
24
28
24
24
24
28
28
24
28
24
28

※
※

※

※

※

※

0.44 
0.46 
0.48 
0.45 
0.49 
0.52 
0.45 
0.54 
0.55 
0.65 
0.45 
0.43 
0.43 
0.47 
0.47 
0.45 
0.49 
0.50 
0.42 
0.47 
0.44 
0.44 
0.50 
0.53 
0.55 
0.51 
0.49 
0.56 
0.54 
0.56 
0.53 
0.47 
0.45 
0.44 
0.51 
0.47 
0.46 
0.49 
0.50 
0.52 
0.60 
0.60 

1.7 
2.7 
4.2 
1.5 
1.8 
4.5 
4.5 
3.6 
3.6 
3.4 
3.8 
3.1 
3.5 
1.9 
3.9 
2.3 
2.6 
3.3 
2.7 
2.4 
0.9 
2.0 
5.0 
4.2 
1.7 
3.8 
3.1 
2.2 
2.2 
3.2 
2.2 
3.2 
2.6 
2.4 
3.4 
2.9 
4.4 
4.0 
3.7 
1.8 
1.8 
3.5 

19.8 
21.8 
20.4 
22.8 
22.2 
27.8 
19.9 
20.7 
16.9 
34.7 
35.3 
22.3 
20.6 
32.1 
23.4 
26.9 
24.2 
21.3 
15.2 
26.3 
22.7 
23.2 
23.8 
30.7 
18.6 
29.7 
24.5 
41.1 
27.8 
40.6 
30.6 
25.2 
22.1 
18.5 
17.6 
27.2 
22.7 
21.8 
21.8 
23.7 
39.5 
43.1 

12.6 
5.6 
16.1 
18.9 
9.2 
10.1 
12.0 
16.0 
17.4 
12.1 
14.9 
14.3 
14.0 
16.3 
22.3 
18.9 
19.2 
12.0 
5.8 
14.2 
10.3 
30.2 
11.7 
20.2 
17.3 
13.3 
12.7 
18.5 
14.8 
13.0 
13.8 
27.9 
32.1 
17.7 
24.4 
30.0 
21.4 
20.7 
20.9 
19.1 
13.2 
10.7 

5.22 
5.82 
5.72 
5.32 
5.39 
6.49 
4.39 
5.74 
4.58 
7.03 
6.86 
5.33 
5.78 
7.94 
6.04 
7.71 
6.05 
6.54 
4.80 
7.06 
5.60 
6.55 
7.11 
7.2 
5.1 
7.2 
6.98 
10.3 
7.4 
9.26 
7.03 
7.12 
5.84 
5.21 
5.29 
6.78 
5.87 
6.89 
5.87 
6.77 
10.9 
10.4 

8.1 
8.8 
8.8 
10.9 
6.1 
7.0 
11.6 
9.5 
9.9 
7.5 
9.5 
6.7 
5.8 
9.6 
13.4 
10.1 
11.8 
9.5 
8.5 
8.3 
11.0 
10.9 
4.9 
11.7 
6.3 
7.7 
10.5 
11.1 
10.2 
5.7 
5.0 
12.7 
6.8 
9.8 
5.9 
10.8 
9.3 
17.3 
11.9 
6.0 
5.5 
5.4 

0.44 
0.46 
0.48 
0.44 
0.48 
0.52 
0.44 
0.53 
0.54 
0.66 
0.44 
0.43 
0.43 
0.47 
0.46 
0.45 
0.49 
0.50 
0.49 
0.47 
0.44 
0.45 
0.49 
0.52 
0.55 
0.52 
0.49 
0.53 
0.55 
0.56 
0.54 
0.46 
0.44 
0.44 
0.51 
0.47 
0.46 
0.49 
0.50 
0.52 
0.59 
0.63 

2.7 
3.5 
3.9 
1.3 
2.5 
4.9 
4.0 
4.7 
4.0 
3.6 
4.9 
3.3 
3.7 
2.2 
4.7 
2.5 
2.0 
2.6 
3.2 
1.7 
1.8 
2.0 
5.3 
4.7 
4.4 
3.5 
3.1 
3.2 
2.2 
4.7 
4.2 
3.1 
2.8 
2.7 
4.4 
2.4 
3.1 
5.1 
4.6 
1.9 
4.3 
2.8 

31.0 
30.4 
31.7 
19.4 
28.8 
31.1 
21.1 
33.2 
40.9 
38.2 
20.9 
20.7 
21.4 
22.1 
22.4 
20.6 
23.0 
22.6 
20.6 
20.7 
20.8 
18.2 
19.2 
21.8 
21.1 
22.8 
20.9 
25.0 
32.5 
23.7 
16.2 
20.7 
20.8 
23.1 
23.5 
21.6 
21.1 
20.6 
23.1 
21.3 
25.1 
34.2 

12.1 
29.1 
16.6 
18.8 
22.7 
20.0 
36.1 
36.8 
16.6 
18.1 
20.6 
12.8 
12.2 
16.2 
27.4 
17.7 
16.4 
20.6 
20.8 
11.7 
15.1 
20.2 
18.4 
45.1 
33.6 
28.4 
26.3 
28.8 
15.6 
19.9 
18.3 
26.1 
18.5 
14.9 
17.6 
15.4 
15.9 
23.5 
35.6 
32.2 
16.4 
23.2 

5.00 
5.00 
5.48 
2.96 
4.77 
5.65 
3.03 
5.86 
7.66 
6.68 
2.16 
2.22 
3.45 
2.94 
2.49 
2.67 
3.94 
5.98 
3.40 
3.07 
3.28 
3.19 
2.49 
5.45 
6.09 
4.30 
4.06 
3.22 
4.81 
3.71 
2.87 
3.94 
3.71 
2.94 
4.48 
3.58 
3.32 
3.25 
6.21 
4.67 
3.64 
5.81 

15.2 
15.6 
12.2 
15.0 
28.5 
12.9 
28.8 
18.4 
12.7 
15.5 
10.6 
31.0 
10.8 
10.3 
29.3 
10.1 
7.6 
8.1 
10.8 
16.8 
11.2 
8.6 
19.2 
14.7 
13.1 
15.6 
22.7 
15.7 
19.1 
9.8 
13.5 
16.4 
11.0 
10.6 
13.4 
9.8 
13.4 
16.3 
15.3 
18.1 
15.9 
13.3 

【強度・弾性係数のSI単位】
1N/㎜2（=1MPa）=10.2kgf/cm2
1kN/㎜2（=1GPa）=10.2tf/cm2

枠組壁工法仕様マニュアル
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実験データ

①曲げ性能

●試験方法 ： 0°方向の試験は合板の日本農林規格（JAS規
　格）構造用1級の試験方法（曲げスパン ： 厚さの45倍）、90°
　方向の試験は小試験体（曲げスパン ： 厚さの24倍）による
　（曲げ試験方法の図参照）。
●曲げ強さ・曲げヤング係数 ： ほぼ全ての合板がJAS規格1 
　級に格付け可能な水準であった。
●破壊荷重・たわみ ： 厚さが増すと曲げ強さ・曲げヤング係数
　が低くなるものが見られた（下の表参照）が、幅910㎜・はり間
　隔910㎜で支持した場合の破壊荷重とたわみ量を比較すると、
　厚いものほど高い曲げ性能を持つことがわかる。

■曲げ強さ・曲げヤング係数の一覧

樹種
厚さ

（㎜） （%）（ｇ/cm3） （%）（N/㎜2） （%）（kN/㎜2） （%）（ｇ/cm3） （%）（N/㎜2） （%）（kN/㎜2）

密度
平均 変動係数 平均 変動係数 平均 変動係数 平均 変動係数 平均 変動係数 平均 変動係数

曲げ強さ 曲げヤング係数 密度 曲げ強さ 曲げヤング係数

0度方向 90度方向

実験データ6
ネダノンは高い曲げ性能を有し、構造用合板1級に格付け可能な水準にあった。

曲げ試験方法

単
一
樹
種

アカマツ

カラマツ

ヒノキ

トドマツ

ラジアータ
パイン

ラーチ

ベイマツ

ラワン

スギ

24
24
24
24
28
28
28
28
28
24
24
28
28
24
24
28
28
28
24
28
24
28
24
28
35
24
28
35
24
28
24
28

※

※

※

※

※

※

※
※

※
※

※
※

0.42 
0.44 
0.41 
0.41 
0.44 
0.48 
0.43 
0.42 
0.38 
0.55 
0.54 
0.53 
0.53 
0.55 
0.57 
0.55 
0.56 
0.49 
0.49 
0.50 
0.43 
0.42 
0.54 
0.50 
0.56 
0.59 
0.66 
0.68 
0.56 
0.60 
0.56 
0.48 

1.6 
3.3 
3.4 
2.1 
4.0 
3.1 
4.3 
3.3 
1.8 
6.3 
3.8 
2.3 
1.5 
3.6 
2.4 
2.5 
2.7 
2.8 
1.4 
2.5 
3.1 
4.3 
0.9 
2.2 
2.9 
1.9 
3.4 
1.8 
3.7 
3.1 
3.0 
7.8 

22.5 
20.0 
20.1 
18.9 
19.2 
20.9 
21.2 
24.3 
17.2 
29.8 
31.9 
28.2 
33.2 
27.1 
25.8 
29.6 
30.0 
21.7 
35.3 
36.8 
25.8 
23.5 
31.8 
28.5 
22.0 
38.4 
34.4 
34.8 
29.5 
37.6 
45.0 
28.1 

25.9 
12.6 
17.5 
11.9 
17.4 
12.6 
12.6 
18.1 
13.2 
8.6 
15.1 
20.1 
10.6 
11.4 
22.6 
17.5 
23.7 
15.6 
10.8 
18.0 
5.9 
11.2 
13.7 
12.3 
11.7 
16.2 
9.9 
16.8 
22.9 
10.3 
7.6 
14.5 

5.70 
4.95 
4.58 
4.79 
5.03 
5.39 
4.84 
4.90 
4.39 
5.88 
7.57 
7.80 
7.86 
6.22 
6.63 
8.33 
7.95 
7.31 
7.62 
7.96 
6.37 
6.20 
5.94 
5.64 
5.57 
9.19 
9.06 
9.60 
7.83 
8.45 
8.05 
5.64 

14.9 
9.1 
12.8 
7.6 
15.5 
9.9 
6.9 
6.3 
4.8 
16.1 
6.2 
11.5 
9.5 
11.1 
10.1 
11.9 
13.3 
15.3 
6.1 
11.3 
10.7 
7.3 
7.1 
14.6 
12.9 
9.4 
4.9 
11.3 
16.6 
10.1 
5.1 
11.7 

0.43 
0.43 
0.40 
0.41 
0.44 
0.41 
0.42 
0.42 
0.39 
0.55 
0.55 
0.54 
0.53 
0.54 
0.57 
0.55 
0.56 
0.49 
0.49 
0.50 
0.42 
0.42 
0.54 
0.53 
0.54 
0.60 
0.66 
0.70 
0.50 
0.60 
0.56 
0.49 

4.1 
2.9 
4.1 
2.5 
3.9 
3.3 
4.9 
2.5 
2.3 
1.3 
3.8 
1.4 
1.6 
3.8 
4.5 
2.8 
2.9 
3.2 
1.6 
2.7 
3.5 
7.2 
3.2 
3.1 
2.9 
3.0 
4.6 
2.5 
4.6 
3.1 
2.9 
8.2 

19.6 
18.7 
20.2 
17.9 
20.9 
20.0 
15.5 
19.2 
18.0 
27.1 
32.3 
28.9 
29.5 
37.3 
21.0 
29.1 
19.8 
18.1 
21.0 
20.9 
19.4 
18.4 
29.5 
24.9 
30.9 
25.1 
39.2 
33.6 
22.3 
21.4 
41.8 
36.5 

26.1 
23.9 
20.9 
21.6 
26.0 
14.0 
20.8 
17.8 
10.0 
24.8 
33.2 
21.0 
22.5 
26.3 
31.1 
40.9 
29.5 
21.6 
9.6 
19.4 
22.9 
17.5 
23.2 
23.2 
15.5 
38.9 
12.8 
11.0 
33.5 
29.8 
14.5 
19.0 

3.59 
3.73 
2.77 
3.10 
4.52 
3.68 
2.96 
3.29 
2.57 
3.96 
6.28 
4.60 
4.26 
7.28 
4.35 
5.34 
4.76 
3.33 
3.28 
3.24 
3.57 
3.30 
3.57 
4.76 
6.05 
3.42 
6.46 
6.00 
6.13 
7.09 
5.55 
6.08 

12.1 
11.7 
15.3 
19.5 
23.3 
10.7 
15.6 
11.6 
8.2 
20.3 
20.2 
19.5 
9.4 
7.8 
14.6 
20.4 
10.3 
10.1 
7.7 
12.8 
11.0 
10.0 
25.6 
17.3 
16.2 
25.9 
13.8 
14.3 
14.5 
9.7 
10.9 
10.5 

■曲げ強さ・曲げヤング係数の一覧

樹種
厚さ

（㎜） （%）（ｇ/cm3） （%）（N/㎜2） （%）（kN/㎜2） （%）（ｇ/cm3） （%）（N/㎜2） （%）（kN/㎜2）

密度
平均 変動係数 平均 変動係数 平均 変動係数 平均 変動係数 平均 変動係数 平均 変動係数

曲げ強さ 曲げヤング係数 密度 曲げ強さ 曲げヤング係数

0度方向 90度方向

試験体数：各8体
同一の単板構成で複数の数値があるものは単板厚さが異なる。
※：P16参照

約10倍すれば従来の単位に換算できます。
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アカマツ、

ラジアータパイン

ラーチ、
スギ

ベイマツ、
スギ

ベイマツ、
ラジアータパイン
ラーチ、
アカマツ

カラマツ、アカマツ

スギ、
ラジアータパイン

24
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24
24
28
28
28
24
28
28
24
28
24
24
24
24
24
24
28
28
28
28
28
24
28
24
28
24
28
24
24
24
28
24
24
24
28
28
24
28
24
28

※
※

※

※

※

※

0.44 
0.46 
0.48 
0.45 
0.49 
0.52 
0.45 
0.54 
0.55 
0.65 
0.45 
0.43 
0.43 
0.47 
0.47 
0.45 
0.49 
0.50 
0.42 
0.47 
0.44 
0.44 
0.50 
0.53 
0.55 
0.51 
0.49 
0.56 
0.54 
0.56 
0.53 
0.47 
0.45 
0.44 
0.51 
0.47 
0.46 
0.49 
0.50 
0.52 
0.60 
0.60 

1.7 
2.7 
4.2 
1.5 
1.8 
4.5 
4.5 
3.6 
3.6 
3.4 
3.8 
3.1 
3.5 
1.9 
3.9 
2.3 
2.6 
3.3 
2.7 
2.4 
0.9 
2.0 
5.0 
4.2 
1.7 
3.8 
3.1 
2.2 
2.2 
3.2 
2.2 
3.2 
2.6 
2.4 
3.4 
2.9 
4.4 
4.0 
3.7 
1.8 
1.8 
3.5 

19.8 
21.8 
20.4 
22.8 
22.2 
27.8 
19.9 
20.7 
16.9 
34.7 
35.3 
22.3 
20.6 
32.1 
23.4 
26.9 
24.2 
21.3 
15.2 
26.3 
22.7 
23.2 
23.8 
30.7 
18.6 
29.7 
24.5 
41.1 
27.8 
40.6 
30.6 
25.2 
22.1 
18.5 
17.6 
27.2 
22.7 
21.8 
21.8 
23.7 
39.5 
43.1 

12.6 
5.6 
16.1 
18.9 
9.2 
10.1 
12.0 
16.0 
17.4 
12.1 
14.9 
14.3 
14.0 
16.3 
22.3 
18.9 
19.2 
12.0 
5.8 
14.2 
10.3 
30.2 
11.7 
20.2 
17.3 
13.3 
12.7 
18.5 
14.8 
13.0 
13.8 
27.9 
32.1 
17.7 
24.4 
30.0 
21.4 
20.7 
20.9 
19.1 
13.2 
10.7 

5.22 
5.82 
5.72 
5.32 
5.39 
6.49 
4.39 
5.74 
4.58 
7.03 
6.86 
5.33 
5.78 
7.94 
6.04 
7.71 
6.05 
6.54 
4.80 
7.06 
5.60 
6.55 
7.11 
7.2 
5.1 
7.2 
6.98 
10.3 
7.4 
9.26 
7.03 
7.12 
5.84 
5.21 
5.29 
6.78 
5.87 
6.89 
5.87 
6.77 
10.9 
10.4 

8.1 
8.8 
8.8 
10.9 
6.1 
7.0 
11.6 
9.5 
9.9 
7.5 
9.5 
6.7 
5.8 
9.6 
13.4 
10.1 
11.8 
9.5 
8.5 
8.3 
11.0 
10.9 
4.9 
11.7 
6.3 
7.7 
10.5 
11.1 
10.2 
5.7 
5.0 
12.7 
6.8 
9.8 
5.9 
10.8 
9.3 
17.3 
11.9 
6.0 
5.5 
5.4 

0.44 
0.46 
0.48 
0.44 
0.48 
0.52 
0.44 
0.53 
0.54 
0.66 
0.44 
0.43 
0.43 
0.47 
0.46 
0.45 
0.49 
0.50 
0.49 
0.47 
0.44 
0.45 
0.49 
0.52 
0.55 
0.52 
0.49 
0.53 
0.55 
0.56 
0.54 
0.46 
0.44 
0.44 
0.51 
0.47 
0.46 
0.49 
0.50 
0.52 
0.59 
0.63 

2.7 
3.5 
3.9 
1.3 
2.5 
4.9 
4.0 
4.7 
4.0 
3.6 
4.9 
3.3 
3.7 
2.2 
4.7 
2.5 
2.0 
2.6 
3.2 
1.7 
1.8 
2.0 
5.3 
4.7 
4.4 
3.5 
3.1 
3.2 
2.2 
4.7 
4.2 
3.1 
2.8 
2.7 
4.4 
2.4 
3.1 
5.1 
4.6 
1.9 
4.3 
2.8 

31.0 
30.4 
31.7 
19.4 
28.8 
31.1 
21.1 
33.2 
40.9 
38.2 
20.9 
20.7 
21.4 
22.1 
22.4 
20.6 
23.0 
22.6 
20.6 
20.7 
20.8 
18.2 
19.2 
21.8 
21.1 
22.8 
20.9 
25.0 
32.5 
23.7 
16.2 
20.7 
20.8 
23.1 
23.5 
21.6 
21.1 
20.6 
23.1 
21.3 
25.1 
34.2 

12.1 
29.1 
16.6 
18.8 
22.7 
20.0 
36.1 
36.8 
16.6 
18.1 
20.6 
12.8 
12.2 
16.2 
27.4 
17.7 
16.4 
20.6 
20.8 
11.7 
15.1 
20.2 
18.4 
45.1 
33.6 
28.4 
26.3 
28.8 
15.6 
19.9 
18.3 
26.1 
18.5 
14.9 
17.6 
15.4 
15.9 
23.5 
35.6 
32.2 
16.4 
23.2 

5.00 
5.00 
5.48 
2.96 
4.77 
5.65 
3.03 
5.86 
7.66 
6.68 
2.16 
2.22 
3.45 
2.94 
2.49 
2.67 
3.94 
5.98 
3.40 
3.07 
3.28 
3.19 
2.49 
5.45 
6.09 
4.30 
4.06 
3.22 
4.81 
3.71 
2.87 
3.94 
3.71 
2.94 
4.48 
3.58 
3.32 
3.25 
6.21 
4.67 
3.64 
5.81 

15.2 
15.6 
12.2 
15.0 
28.5 
12.9 
28.8 
18.4 
12.7 
15.5 
10.6 
31.0 
10.8 
10.3 
29.3 
10.1 
7.6 
8.1 
10.8 
16.8 
11.2 
8.6 
19.2 
14.7 
13.1 
15.6 
22.7 
15.7 
19.1 
9.8 
13.5 
16.4 
11.0 
10.6 
13.4 
9.8 
13.4 
16.3 
15.3 
18.1 
15.9 
13.3 

【強度・弾性係数のSI単位】
1N/㎜2（=1MPa）=10.2kgf/cm2
1kN/㎜2（=1GPa）=10.2tf/cm2

枠組壁工法仕様マニュアル


















